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1.審議経過

R9 5.2 2.19
【工事概要】
防波堤
本防波堤 (改良)
突堤 (A)

100m
l17m
35m

R5

【工事
'F要
】

関係者会議(R8)に て以下の3施設を追加
【泉地区】
護岸 (改良)       14.6m
浮桟橋 (改良)       1基
畔 壁 (改良)       30m

関係者会議

(R3)※
9.フ

R5 R14 26.0 1.2フ 施工条件変更による事業資増及び工期延長
資材及び労務買上昇による事業資増

【当初評価からの変更概要】
その他

(事業資の著しい増 )

※事業の必要性や地域への波及効果、優先して行うべき箇所であるか等を確認する県内部の会議
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2.目 的・事業概要

防波鍵 ヒ=100m

本防波挺(改良)L=117m

浮桟協(改良)N=1エ 康岸(改良)L=14.6m

突星(A)L=35m

:B岸壁(改良)L‐30,Om

【事業目的】

・近年の台風の大型化等により港内静穏度が不足しており、漁船同士の接触や生け資の破損と
いつた被害が生じている。このため、防波堤日突堤の整備や、防風柵を設置ずることにより、港内静穏
度を確保し、台風災害等に対する対応力強化を図る。
L陸揚げから荷さばき所に至る動線が露天となつているため、漁獲物の鮮度保持が課題となっている。
また、既存の荷さばき所は老朽化が進んでいることから、荷さばき所に至るまでの浮桟橋と岸壁に屋根
を設置し、漁獲物の鮮度を保持する。
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3-¬ .事業の効果・必要性

【波浪状況】

港外からの波が進入し、静穏度が確保で
きておらず、漁船同士の接触等による破損
被害が生している。

【台風時の状況】

台風の影響で港内の状況が悪化し、
漁船同士の接触する危険性が高まると
ともに、係船作業時の安全確保が困難
となつている。

波の進入を防ぎ、港内の静穏度を確保することで、
漁船同士の接触防止や、係船作業時の安全確保を
図るために、防波堤を整備する。

台風による強風の影響を低減させ、漁船同士の接
触防止や、係船作業時の安全確保を図るために、
防風柵を設置する。

゛
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3-2.事業の効果・必要性 (関係者会議 (R3)における追加分 )

【浮桟橋・岸壁周辺の状況】 【陸揚げ作業状況】

陸揚げから荷さばき所に至る動線が露天となつているため、漁獲物の鮮度保持が課題となつている。

↓   3施 設を追加 (事業費9.7億円)゛

【事業費増】5.2億円(当初)→ 26.0億円(現行)

荷さばき所に至るまでの浮桟橋と岸壁に屋根を設置することで漁獲物の鮮度を保持する。

4-1.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

施設名
事業費増の内
容

増額 主な増額理由

①護岸(改良) 施設追加 約0.2億円 施設追加

②浮桟橋(改良) 施設追加 約8.5億円 施設追加

③B岸壁(改良) 施設追加 約1.0億円 施設追加

④防波堤 工法変更 約4.6億円 仮設浚渫の追加による事業費の増

⑤突堤(A) 工法変更 約2.5億円 地盤改良工法の追加による事業費の増

⑥防波堤、
本防波堤 (改良)、
突堤 (A)

資材価格日労務

単価上昇
約4.0億円 資材価格口労務単価の上昇

計 約20.8億円
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4-司 .事業の進捗状況 (事業費の見直し)

0防波堤
O仮設浚渫の追加 約4.6億円増
現地測量の結果、想定より地盤が高く作業船が進入できないことが判明したため、仮設
浚渫が必要となつた。また、床掘と仮設浚渫の一部地盤が想定以上に硬質であり砕岩が
必要になつたことから上記費用が増額となる。

0突堤 (A)_
〇床掘置換工法の追加 約2.5億円増
事業着手後の地質調査の結果、軟弱地盤が確認され、床掘置換えが必要となつたざま
た、粘性上であることから処分場に廃棄する際に生石灰処理が必要となり、これらに係る
費用が増額となる。
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砕岩の追加

殻

仮設浚渫の追加

…

4-1.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

床掘置換工法の追加

回 囲

嗣一］一　
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4-1.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

0防波堤、突堤(A)
O資材価格日労務単価の上昇 約4.0億円増

防風柵フエンス
(円/m)
1,400,000
1,200,000
¬,000,000
800,000
600,000
400,000
200,000
0

R4.4

土木一般世話役

(円/m3)
50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

(円/人 )
30,000

25,000

20,000

刊5,000

10,000

5,000

0

R84R34

(円/人 )
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

磐

R4.4 R3.4 R8.4

間の見

【完了時期】R9(前回)⇒ R14(今回)
【前回】R5

【今回】R3

変更理由:防波堤Han仮設浚渫の追加
突堤(A)"・ 床掘置換工法の追加
護岸(改良)、 浮桟橋(改良)、 B岸壁(改良)日 “関係者会議(R3)での追加による見直し

構事業資劇躙億円 R5 RC R7 R8 田 R10 Rll R12 R13 R14

防波堤 E 媛 E

本防波堤 (改良)

突堤 (A)

腫岸 (改良)

浮桟橋(改良)

B岸壁(改良) 施設進 l口分

R44
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4-2.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

R5 RC R7 R8常事業貴丘2億用

防波堤

本防波堤 (改良)

突堤(A)

肛
| |
‐

:||!l.it i

■i li !,    |
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※測試 :測量・調査・設計



4-3.事業の進捗状況

事業進捗 :31.1%(令 和7年度)

■■■■ 既に完了した施設
口■■■ 事業実施中の施散

防波長 L=100m

本防波提(改良)L=117m

浮横概(改良)N=1基 康津(改良)に =14.6m

突提(A)ヒ=3Sm

8岸墜(改良)L=300m

【進捗状況】
日漁業者が安全で働きやすい就労環境を確保するための本防波堤(改良)が令和7年度に完了。
⇒強風に影響されることなく作業を行うことが可能となり、漁船同士の接触防止や、係船作業時の

安全が確保されている。
・波の進入を防ぎ、港内の静穏度を確保することで、漁業活動の停止による損失の低減を図るための、

防波堤等を整備中。
⇒早期の完成を目指し進捗を図つていく。

9.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
日各施設整備に要する費用(工事費、測試費)、 施設維持管理に要する費用
〔便益〕
口水産物生産コストの削減効果、漁業就業者の労働環境改善効果
〔プラス要因〕
R浮桟橋新設及び屋根設置による便益の増加
口原単位 (価格)の増加

〔マイナス要因〕
日仮設浚渫口床掘置換の追加及び施設追加に伴うの増
・資材日労務費の単価上昇
ロエ期の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
日漁業者の安心度の向上

項目
初回評価

(令和5年度 )

今回評価

(令和8年度)

残事業 1.90=23.9億 円/12.5億円

全事業 2.19=9.1億 円/4.1億円 1.27=24.5億 円/19.2億円
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可O.対応方針 (原案 )

0本漁港は、対馬島北端に位置し、対馬暖流によつて恵まれた好漁場を活かし、一本釣り、は
え縄並びに採貝業を主体とした漁業が営まれ、主にぶり、たい類、さざえが陸揚げされてお

り、水産物生産の拠点としての役割を担つている。

O本港における近年の水揚げ量は横ばいであり、今後も同規模の漁業活動が見込まれる。

O本事業は、漁業従事者の就労環境改善、作業の安全性の確保及び所得向上を図るため、
防波堤や岸壁の整備等を行うものであり、漁業従事者から早期完成が求められている。

O事業進捗率は事業費ベースで31.1%[8.1億円/26.0億円](令和7年度)となつている。

O本事業は、地元漁業者と調整を図つた上で計画しているため代替案の可能性はなく、また、
事業実施においては、可能な限リコスト縮減を図うており、新たなコスト縮減は見込めない。

13
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令和8年度 第2回
長崎県公共事業評価監視委員会

道路改築事業
道建-3(― )大浦比田勝線

(豊工区)

事業主体 長崎県 オ争■ ■
一―

イ
ｙ

ヽ

再評価後変更(事業費コエ期)
再評価
の理由

再評価対象事業
事

田勝線 (豊工区)
L=1.38km  W=5.5(7.0)m

至 大浦こ i
くヽ

1

1.審議経過

【工事概要】
延長1.38km
幅員5.5(フ .0)m

H30 R6 11.0 1.03

事業採択後
6～9年目

(工期)

H30 R9 11.0 1.11

【当初評価からの変更概要】
国有地取得における関係機関との

協議や共有多数の土地への対応に時
間を要したことによる工期延長

再評価後変更

(事業買・工期)
H30 R12 16.0 1.0フ

【前回評価からの変更綱元要】

工事内容見直しによる事業費増額

関係機関協議による工期延長
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2.目 的・事業概要□これまでの経緯

◆目的

一般県道大浦比田勝線 (豊工区)は、走行性の向上、安全安心な生活道路の確保、観光
ルート及び緊急輸送道路の機能強化を目的としている。

◆事業概要             ▼事業経過 (供用延長(令和33末):On

計画延長 L〓 1.38km

幅  員 W=5.5(7.0)m

計画交通量(R22) 954台 /日

平成30年度 事業化

令和4年度 用地取得着手

【令和8年3月 末現在】
事業進拶率 3790(事業費ペース)
用地進捗率 12%(面積ベース)

終点部中央部
勝

―
―
―
―

終
点

上
対
馬
町

由三

|ヒ E日

干

至

浴
起
点

上
対
馬
町

由三

″

全体延長 L=1,380m

幅員=5.5(7.0)m

現 道 ‐ 整備中 3

3.事業の効果・必要性

【当区間の現状】

当区間は、幅員が狭小で大型車両の離合が困難
であり、線形も屈曲しており走行性が非常に悪く、
社会経済活動を阻害する一因となっている。

【生活道路・運搬経路としての安全確保】

・当路線は、対馬市北端を周回する幹線道路であ
り、第2次緊急輸送道路に指定されている。また、
物流等の車両に加えて路線バスも運行されている。

【観光地へのアクセス向上】

・当区間は、北部の航路拠点である比田勝港と域
内の観光地を結んでおり、韓国人等の観光バス
の周遊コースとなっている。

ヒ
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】11.0億円(前回)⇒ lC.0億円(今回)

③その他

①軟弱地盤の対策エ追加

占

な
″ _

②物件補償費の増額

至 比田勝

半 た代

5

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

D軟弱地盤の対策工追加 約 +0,9億円
当初、良好な地盤を想定していたが、地質調査の結果、ボックスカルバート部で軟弱な地盤
が確認された。
→軟弱な地盤に対する対策工が必要となつた。

⊃物件補償費の増額 約 +O.7億円
物件補償調査の結果、当初想定していた金額に比べ物件の補償及びその調査費が増額と
なったハ

Эその他 約 +3.4億円 社会情勢変化による資材・労務費の単価上昇など

計 約 +5.0億円

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

③軟弱地盤の対策工追加 約 +0,9億円
当初、良好な地盤を想定していたが、地質調査の結果、ボックスカルバート部で軟弱な地

盤が確認された。
⇒数弱な地導常に対する対策工が必要となったぅ

安定対策工 (ボックスカル′

`r

大型上のう

オ
⑥地盤改良

§

/7/  V‖ 佳 |[
安定対策工 (ボックスカルバート部)

土留め矢板を設置
地盤改良施エヤード用の大型上のうを設置
パワーブレンダーによる地盤改良
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

Э物件補償費の増額 約+0,7億円

物件補償の増額

7

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業受増の内容 増額 主な増額理由

③その他 約+34億円 社会情勢の変化による資材 ,労務費の単価上昇など

個/人l 労務費 (普通作業員)
24,000

2L000

20,000

18′000

16′000

1■000

12,000

10,000

2害11着

,

R54

l円/人l労務費(上木一般世話役)
3S,000

30′ 000

25′ 000

20,000

lS,000

1働 000

3割増

´

(円 /m3)

4働 000

35,000

38000

25,000

26000

lS′000

生コン

4害11着

|
′

(円 /個) コンクリートニ次製品
生ろ000

15,000

13′ 000

11,000

9′ 000

乃000

5′ ooo

R54

2割増

,
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4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R9(前回)→R12(今回)
L埋め立てにかかる漁業権補償についての協議に時間を要したことによる延期
日道路整備後の内水処理に対する懸念による用地難航に伴う延期

【

浴 竜

″
漁葉権補償

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

測量調査設計

用地・補償

工事

(前回)

漁来権補償交渉難航 用地強性航による選砥

(今回)

0比田勝港の国際航路再開
・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和2年 4月 から全便運休となつていた

比田勝港～釜山港を結ぶ国際航路が、令和5年 2月から再開した。
・令和8年 3月現在では、(往路復路合せて)6～ 9便/日運航している。(3社 )
・令和5年 (前回再評価時)と令和7年では対馬への入国者数が9割増えている。

比田勝港 入国者計 年別比較

9害J“曽
226,030

■76,S"

i鰤,OSi

命和5年       令和6年

B令和5年 ■令和6年 ■令和7年

【工事着手の選れ】

9

ω
卵
中
］
］
即
0

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 Rll R12変更

測量調査設計

用地・補償

工事

5.社会経済情勢等の変化

令和7年

10

比田勝港国際ターミナル混雑状況



6.事業の投資効果

項 目
前回評価
(令和5年度)

今回評価
(令和8年度)

残事業 1.38=11.76億 円/8.51億円 1.86=16.08億 円/8.65億円

全事業 1.11=11.76億 円/10.63億円 1.07=16.08億 円/15.05億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業資、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少芍交通事故減少便益

〔プラス要因〕
・費用便益分析マニュアルの
→原単位(価格)の増加

改訂

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
日緊急輸送道路の防災機能強化
・上対馬の観光振興、経済活性化

1 1

◆ 豊工区は、一般県道大浦比田勝線における延長1.38kmの未改良区間であり、生
活道路・運搬経路としての安全確保、観光地へのアクセス向上及び緊急輸送道路の
機能強化を目的に整備するものである。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約37%[5.9億円/16.0億円](令和8年3月末現在)
用地進捗率は12%(令和8年 3月末現在)であり、
令和8年度から本工事に着手予定である。

◆「対馬市」、「自治会」、「自衛隊分屯基地」から整備促進を要望されている。

◆ 今回の事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

12

7.対応方針 (原案 )

対応方針

(原案)
継続



令和8年度 第2回
長崎県′ム`其事業評価監視委員会

急傾斜地崩壊対策事業
(急傾斜)

月ノ内地区

砂防―17

⑤事業採択後6～ 9年目
(事業費・工期の変更)

再評価
の理由

再評価対象事業
年
　

　

ヽ

k
,

リ
キ
ヽ
、

／
ム

1

I.審議経過

R3 R10 4.3 1.17
【工事概要】
工事長 L=300m
法面工 A〓 6′000m2

土木部内報告

(R7)

事業採択後
5年経過時の
土木部内報告

R3 R12 9.1 2.96
【当初評価か
対策工法の増

らの変更概要】
による事業買増額及び工期

延長

1.80

事業採択後
6～9年目
(事業資・工
期)

R3 R15 15.1

【前回評価からの変更概要】
事業箇所延伸による事業資増額及びI期
延長
労務買等の上昇による事業費増額

||li‖鮒十11♂】Ⅲ判lil
||

→! |;′ /々
!(

名■ |

i注
Il::i↑ |∬再| ‖ウれ

'「一一却

||

‖
|十

|  li,lii
ユI

】ュli“ !|十工lr,

1日殻争)

■F嵯II■与
守tttPWⅢ

∵
1常タリ|

‖ぐ1鋼 )♯め,

2



2.目 的・事業概要・ これまでの経緯

【目的】
保全対象人家i3戸及び回道を含む最大がけ高100mの 急傾斜地において、がけ崩
れ被害から人命を守るため、急傾斜地崩壊対策工事を実施し、民生の安定を図る
ことを目的としている。

【事業進捗率】
18.5%(事業資ベース)
【用地進捗率】
81.0%(面積ベース)

…Ⅲl甲を
=―
‐

月ノ内地区急傾斜地崩壊対策工亭平面図

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

i五i: !1

『
■ ~■ .五F市

~:

1・手
it i'こ こ●●
==

上 を  i,■ |

(几例)

E II 被喜燿定Ⅸ増

||□ 保全人患
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【事業概要】
工事長   L=340m
法面工   A〓8,800活
(現場吹付法枠工)

■工事完了
■工事中

事

和
和
和

Ｋ
今
今
今

3年度 事業化
5年度 用地着手
6年度 工事着手～現在

業経過】

3.事業の効果 。発要性

月ノ内地区

,ギ !う ,■ :競す.■ iti・

:鞘「

一

一
一
一

一

・

一

4

斜面中の危険な転石

急勾配斜面 (約45° )

ここ:枝書打定E増

|1田 保全人忠

斜面崩壊跡 (‖ =〕 。4m)



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し①)

【事業費増】 4.3億円 (当初) → 15。 I億円 (変更)
0事業開始後の現地精査 (測量・調査・設計・用地境界確定)により、対策が雖要な斜面の
面積が当初想定よりも広大であることが判明したため、事業資が増額。

増減の内容 増減額 主な増滅理由

①対策工法の追加 +4.3億円 現地精査による対策面積増に伴う斜面上部急勾配の崩壊対策(上砂捕捉工)の追加

本工事費の増
(対策工法の追加)

対策工法

(見直し後)

対策二法

て当初想tう
(対策工法追加)

現場吹付法枠エ

30°

卜
諄
ｅ
承
用
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酎
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き
８
Ｅ
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し②)

増減の内容 増減額 主な増減理由

②対策面積の増 +2.2億円
西側斜面において、事業の追加要望があり、土地取得の見込みが整ったことから、西
側に対策範囲を延伸したことによる面積増 (Ag6,000m2→ 8,800m2)

本工事貴の増
(対策面積の増) 月ノ内地区急傾斜地崩壊対策工卒平面図

'1轟

市 上県射 樫滝
一蔭

対策籠日
(当初想定)

対策範囲
(見直し後)

―
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し③)

増滅の内容 増減額 主な増滅理由

③工事単価の増 +4.3億円 。社会情勢の変化による資材・労務費の単価上昇等

合計 (①～③) キ10.8億円

ヽ

人仙Ｗ
卿
卿
硼
蜘
曲
蜘
櫛
ｅ

人卿
蜘
蜘
蜘
蜘
蜘
的
卵
ｅ

土木一般世話役

R3.4

法面エ

R3.4

(円 /1)  コンクリート

多

|
告

R8.4

R3.4

(円 /人 )

R3:4           R8,4

吹付枠工 (材工共)

、R3.4 RB.47

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R10(前回)→R15(今回)

事業期間 交二内容 増減期間 主な増減理由

①対策工法の追加 3年 対策工追加に伴う施工期間の延長

②事業箇所の延伸 2年 西側斜面に事業箇所を延伸したことによる施工期間の延長

合計 5年

塞 議 解 禍 】田1軍 R14 R15

前回

測量調査設計

用地交渉

工事

今回

測量調査設計

用地交渉

工事

①対策工法の追加+9年

8

②事業苗所の延伸+2年



5.社会経済情勢等の変化

保全対象人家の変更 (当初 H戸→今回 i3戸 )
⇒現地精査に伴い、対策が発晏な範囲が増加したことに伴う保全対象人家増

月ノ内地区急傾斜地崩壊対策工事平面図
十   対嘉市 上県町 樫湾

爾
回
回

当初想定対策範囲

変電対策範囲 ● 保全人家(当初)

0保全本家に加)

い ‐ ___i

9

5.事業の投資効果

◆ 費用対効果 (B/C)

〔費用〕

・急傾斜地対策工施工及び測量:貿計調査に要する費用

〔便益〕

・急傾斜地崩壊対策を実施することにより、人家等が保全されることで発現する便益

〔プラス要因〕     ,
・保全対象人家の増 (‖戸→13戸 )

・費用便益分析マニユアルの改定 (R8年 3月 )

(間接被害額の中で精神的損害に関する項目の追加 【精神的損害額 :6.01億円/人】)

〔マイナス要因〕

・事業資の増 (対策面積の増、労務費等の増)
。工期の延長 (用地解決の遅延、対策面積の増)      ・

当初評価

(今和 3年度)
今回評価

(今和 8年度)

残事業 2.H= 21.59億円/10.25億円

全事業 I.17= 4.37億 円/3.74億円 I.80= 22.52億 円/12.54億円

10



6.対応方針 (原案 )

・ 保全対象の重要性t災害時の地域経済への影響を考慮した上でも事業継
続の必要性がある。

・ 用地進捗率は81%であり、工事にも着手済みである。これにより完了見通し
も立つているため、早期に整備効果発現の見込みがある。
・ 地元からの要望により開始した事業であり、地元からも早期完成を求められ
ている。

・ コスト縮減及び代替案の可能性はない。
Ь 事業費の増額及び工期の延長はあるものの、費用対効果が十分見込まれ
る。

11

対応方針
(原案)

継続



令和8年度 第2回
長崎県公共事業評価監視委員会

し=1,33km uV=14.0

西吉四韓

長与町

時浄町

長崎市

都政-3 街路事業
西高田線

再評価後変更(工期)
再評価
の理由

再評価対象事業

,

庸

田郷

′
′'・

1.審議経過

H15 H21 41.3 1.82
【工事概要】

延長と1.27km
幅員=17.Om

H15 H31 46.0 1.93
【当初評価か
区域変更に

らの変更概要】
I

よる事業資の増額、工期延長
事業採択後
10年経過

再評価後
5年経過

H15 H31 46.0 1.93

再評価後変更
(事業資、工期)

H15 R08 43.0 1.52
【前回評価からの変更概要】
計画変更による工事概要変更、工期延長、
事業資の減額

再評価後
5年経過

H15 R08 43.0 1.52

H15 Rll 43.0 1.49
【前回評価からの変更概要】
用地取得難航による工期延長

再評価後変更
(II三歩JE)
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2i目 的甲事業概要

長与町内を縦断する県道長崎多良見線の渋滞解消と交通の分散

進長上=1,330m 現道拡帽区間W圭 14.Om
L=1,330m

現道拡幅区問

い=690m

新設区間
い640m(整備済)

整備中L=570m 県遣東長崎長与線整備済卜120m

県道長崎

【令和8年3月末現在】
事業違ウ卒9496(事業資本―ス)
用地追拶率 10096(面積ベース)

高田踏切

長与役場

3

カヘ ヽヽ ヽヽA、くヽ口偏醸胃閣H ( l~:iヽ ■ヽ        u)

3.事業の効果・必要性

250mの区間に3つの交差点

崎HⅢ
_′ ロイケ

ー
 ,(■ Ｎ①

趣革麟屠進路長年中苺曇

■;■04と焔属E朧 颯

競

H向団jロ

“
.J民島阿中

田川
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4.事業の進捗状況

整備状況写真 そⅢ轟農浮強 .帝
':1)t譜

③
BI:

【完了工期】 R8(前回)→Rll(今回)

(現状)
日用地取得件数65件のうち、
65件取得済み (用地取得率100%)
(うち1件は、建物移転を伴う事業所用地であり、R7年7月 契約、R9年度移転完了予定)
・用地取得済であるが、事業所の移転先の確保に時間を要することとなり、建物解体がR9年度に
遅れる見込みとなつた。その後、本工事着ェとなるため、事業期間を3年間延伸する。

了
´
ヽミ 【現道拡幅区間 L=690Ⅲ】 Ⅲ

'生
＼ト

事楽所
(R9建梅移転完了

Ｉ

・

一
一

【整備前】

【整備前】

【整備後】

【整備中】【整備前】

【整備前】

【整備中】

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

副
　
　
事

“

“

“

“

“車 “
“
”　　“
引“
“

事業の経過 (¬ )
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事業の経過 (2)

【事業費】約43.0億円(前 )→ 約43.0億円 (変更なし)

(現状)
・全体事業費約43.0億円のうち、約40.5億円執行済み (事業進捗率 94%)
七残事業費約2.ら億円のうち、工事費約1.8億円、用地補償費約0.7億円
・道路延長1,380mのうち、約760∴整備済み(整備率 570/o)

7

5.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
O道路に要する事業費(工事責、用地費)、 道路維持管理に要する費用

〔便益〕
O走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕             ‐

Oマニュアルの改訂              .

〔マイナス要因〕
O事業期間の延伸

◆ B/Cでは計測できない効果
O町有地に防災施設の建設予定があり、災害に強いまちづくりを図る
O総合病院の開業に伴う救急医療体制の充実
〇沿線に居住者が増え、新たなまちのにぎわいが生まれる

8

項目
前回評価

(令和5年度 )

今回訂価

(令和8年度 )

残事業 14.73=70.54億 円/4.79億 円 36.27=99.19億 円/2.73億 円

全事業 1.52=70.54億 円/46.27億円 1.49事 99.19億円/66.44億円



6.対応方針 (原案 )

◆ 事業進捗率は、事業費ベァスで約94%(40.5億円/43億円)
となつている。(R7年度末時点)

◆ 事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減は見込めず、
また、代替案の可能性はない。

◆ 地元から早期完成が望まれている。

◆ 本線整備により、費用対効果が十分に見込まれる。

9

対応方針

(原案) 継続





令和8年度 第2回
長崎県公共事業評価監視委員会

防波堤 (改良)740m

再評価対象事業

ヰ港湾-3 有川港改修事業

事業主体 長崎県

々

ノィ

‖ダム

'ネメレ

先筋

使津
有川

～

釜七

目 局
所

五島振興
上五島支

①

再評価
の理由

再評価後変更
(事業費・工期)

ドヽレィ生`
ロ

ト

1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業費

(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初
(H24新規) H24 R2 21,0 1.82 防波堤(改良)L=740m

第1回審議
(R3)

事業採択後
10年経過

H24 R13 57.0 1,10

【当初評価からの変更概要】
・設計波高見直しによる防波堤の構造変更
に伴う事業費増
・労務費・資材単価上昇による事業費増
および工期延長

第2回審議
(R8)

再評価後変更
(事業費・工期)

H24 R23 89,0 1.10
【前回評価からの変更概要】
・労務費・資材単価上昇による事業費増
。施工時期の制限による工期延長

2



2.目的・事業概要・これまでの経緯

◆目的
近年の激甚化・頻発化した台風
の大型化等へ対応するため防波堤
の機能強化を図り、人流。物流機
能の確保し、背後住民の安全。安
心とともに上五島の地域経済の持
続化を図る。

◆事業概要

防波堤(改良)740m

◆事業経過

凡 例

‐ 整備済み

‐ 未施工

<港内施設の被災未然防止と航路の安定運航及び背後住民の安全安心の確保 >
近年の激甚化・頻発化した台風等の波高増大等により、過年度に防波堤及び港内施設が被災し地域住民等
の生活に多大な影響を及ぼした。このため、防波堤の機能強化を図ることで、港内施設の被災を未然に防
止し、航路等の安定運航や水産業の被害防止、背後住民の安全・安心を確保する。

鶏

親 了

令和7年7月撮影

3

韓
“

ゝ

平成24年度 (改良)区間事業化
測量。調査・設計着手

平成25年度 本工事着手(改良)区間

令和3年度 10年後再評価

事業進捗率 24.0%(事業費ベース)R7d紺点

完了区間 L=216m

防波堤(改良)L=740m

3.事業の効果・必要性

被災により定,翻航
路の運航に影響

道路 物揚場(-3m)



4.事業の進捗状況(事業費の見直し)

工種 事業費増の内容 増額 主な増額理由

・防波堤(改良)
L=740m

①資材 ,労務費の上昇 ①約 32.0億円 ①労務・資材単価等の上昇による事業資増

計 約 32.0億円

◆事業費の見直し 57.0億円(前回)⇒ 89.0億円(今回)

①労務・資材価格等の上昇

コンクリート

8害け曽

捨石(5～ 200kg)
3)   5害」l曽

普通作業員

2害」l曽2よ%か
)

(円/m3)
50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

(円/m
8,000

6,000

4,000

2,000

0

Ｅ

Ｒ３
．
４

→,′ Ｉ

Ｒ３
．
４

Ｉ

Ｒ３
．
４

20,000

15,000

10,000

5,000

0
R8.4 R34 R3.4

5

4.事業の進捗状況(事業期間の見直し)

【完了工期】R13(前回)→ R23(今回)          |
〔工期延伸要因〕
・施工期間制限の発生 (施工箇所付近の定置網への影響回避要請)

工種 H24 H25-R8 R9 R10 Rll R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23

電査・観計 工事測量防波堤
(改良)

工種 H24 H25-R8 R9 R10 Rll R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23

防波堤
(改良)

区間1:港内側の生け賛への影響を避けるため、施エ
期間の制限あり (8～ 3月 )

区間2:港内に生け資がないため施工期間の制限なく
施工可能と認識していたが、漁協と再協議し
た結果、港外の定置網操業に影響があるため、
区間 1同様に施工期間の制限を設ける必要が
生じた。

6

▲施工箇所と周辺漁業活動の位置関係



5.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・港湾施設整備に要する事業資 (工事責)、 港湾施設維持管理に要する費用

〔イ更益〕
・ 【防波堤(改良)】 移動・輸送コストの縮減便益、海難の回避便益

施設被害回避便益、残存価値の計上
〔プラス要因〕
・原単位の増加
・施設被害回避便益の増

〔マイナス要因〕
・事業費の増加
・工期の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
・地域住民の安心度の向上

◆ 本事業は、防波堤の機能強化により離島航路の安定化、背後住民の安全・安心
に資する事業であり、新上五島町及び定期航路事業者より事業促進の要望を受
けている。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約24%[21E3億円/89日 0億](令和7年度末)となる。

◆ 可能な限リコスト縮減を図つてきており、事業効率化に大きく寄与する新たな
コスト縮減は見込めない。また、防波堤は計画延長の740mのうち216m区間が完
成しており、代替案の可能性はない。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が十分に見込まれる。
デ
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項 目
前回評価
(令和3年度)

今回評価
(令和8年度)

残事業 1.75=58日3億円/33.3億円 1日36=89日 5億円/65.6億円

全事業 1.10=58.3億円/53日 1億円 1.10=98.5億円/88.0億円

6田 対応方針(原案 )

対応方針
(原案)



令和8年度 第 2回
長崎県ノム`共事業評価監視委員会

再評価対象事業

彰

土地区画整理事業
西ノ原土地区画整理事業

位 置 図
都政-4

事業主体 波佐見町

再評価
の理由

再評価後5年経過

い0ブ母
ノ

Ｎ奉

1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業費

(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初

(H8新規 )
H8 H17 69.8 1.64

区域面積 A=16.6ha建物移転 N=125戸
宅地造成 A〓 11.6ha道路築造L=3′890,8m
公園・緑地 A〓 0,6ha

第 1回審議
(H17)

事業採択後
10年経過

H8 H27 69.8 1.64
【当初評価からの変更概要】
工事内容見直し (事業費増減無)
及び施行期間延長

第2回審議

(H22)

再言詔面後
5年経過

H8 H2フ 6フ .フ 1.64
【前回評価からの変更概要】
工事内容見直しによる事業買減額

第3回審議

(H27)
再評価後
5年経過

H8 R3 64.2 1.02
【前回評価からの変更概要】
事業内容見直しによる事業費減額
及び施行期間延長

第4回審議

(R2)

再評価後
5年経過

H8 R3 64.9 1.02
【前回評価からの変更概要】
工事内容見直しによる事業費増額

第5回審議

(R3前回)

再評価後
変更

H8 R13 64.9 1,02
【前回評価からの変更琳l況要】
施行期間延長

第6回審議

(R3今回)
再評価後
5年経過

H8 R13 29.3 2.02
【前回評価からの変更概要】
事業内容見直しによる事業上也区面
積の縮小及び事業費減額

2



2.目 的・事業概要□これまでの経緯

◆ 目的

・町の中心部における良好な住環境の整備による居住推進 (新規住宅地2.5ha)

「幹線街路の整備による安全で円滑な交通の確保

※波佐見町都市計画マスタープランに即した内容

◆ 事業概要

◆ 事業経過

波佐見

3

一【■
、

幹線道路の幅員が狭く、
カーブ区門について見通しもよくない

日   日・・・変更前の区域
日   日 ,"変更後の区壌

区域 面 積 A=16.6随 洋 8.8ha

建 物 移 転 N〓132戸 N〓50戸

宅 地 造 成 洋 11.6ha A〓 5.7'電

道 路 築 造 L=3,987.7m L=2,111.Om

公園 "線地 洋 0.7h8 洋 0.5ha

事業進捗率 439る 9896

＼

逮

雪

/

■itrヽ i

波佐見都市針画事業西ノ原土地区画整理事業

設 計 区l節コ(Ix

】

|し
、i

・４
一

変更前の直域

変更後め区域

日  日

E E

平成 7年 12月 12日 都市計画決定

平成 9年 9月 5日 事業計画決定

平成11年 8月 本工事着工

3.事業の効果・必要性

事業の効果口必要性

・幹線街路の整備による円滑な交通と安全性の確保
・新たに良好な住宅地を供給することによる居住人口の増加

(主 )佐世保嬢野像

整備前の状況



4.事業の進捗状況

日  日

E 日

波

・・・変更前の区城  Ⅲ
Ⅲ…変更後の区域   |
・"整備済み宅地造成地 ｒｆ

＼

・幹線道路の一部区間が概成済(S宇力ニブ部の見通し解消)
・宅地造成が完了した宅地の一部が供用済み

(主)佐世保嬉野燎

S字カーブ部の見通し解消

整備後の状況(一部分臓済み)

5.社会経済情勢等の変化

一

■

、

、

波佐見都市計画事業西ノ原土地区画整理事業

埠

1  日・・・変更前の区城
日   日 ・"変更後の区城

■ |、 6 /ミ f

近年、すιⅢ建築物のグ/バーンョンされたカフェ
やショッ男企妻邦功Ⅲ観光多州勁に てιBろ

(主 )佐世保嬉野線

交通量に大きな変化なし
R27センサス:4,42台ノロ
R3センサス:3,931台 /日

現在の利用状況(リノベーションカフエ等)



5.社会経済情勢等の変化

波佐見都市計画事業西ノ原土地区画整理事業

埠設 計 図 鰤
"嵩
.ri

変更前の区域

変更後の区壌

(■)佐世保燿野線

◆事業を見直す理由
未着手区域において、リノペーションされたカフェやショップ
によリレトロな街並みが形成されており、今後も広がっていく
ことが期待され、吉い建築物を活かした賑わいのあるまちづ
くりを進めていきたいと考えている。

しかし、土地区画整理事業による面的整備では、多くの家
屋移転が伴い、吉い建築物を残すことが困難である。

そのため、土地区画整理事業の区域から古い建築物を残
す区域を除外した形に事業区域を見直す。

◆除外区域の方針
用地買収等により、地域の課題に対する道路や景観修景
等の基盤整備を実施していく。

◆事業を継続する区域の方針
事業を継続する区域は、概ね宅地造成が完了しており、早
期に宅地分譲できるよう幹報道路の整備や上下水道などの
インフラ整備を進めていく。

ｒ
　
，
レ
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6.事業の投資効果

項 目
前回評価

(令和3年度)

今回評価(A=8.8ha)

(令和8年度)

残事業 1.00=40.86億円/40.71億 円 4.13=ld20億円/2.47億円

全事業 1.02=77.00億円/75.16億 円 2.02=107.52億 円/53.28億 円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕

O道路整備や宅地造成等に要する事業費 (工事費、補償費等)、 道路維持管理に要する費用
〔便益〕

○土地区画整理事業が行われた場合と行われなかつた場合の事業区域内及び周辺地域の便益の差

〔便益(B)について〕

(マイナス要因)O事業区域の縮小による事業区域内の便益の減
(プラス要因)O使用収益率 (事業効果の発現割合 i事業進捗率により算定)が変化したことによる便益の増
(プラス要因)0評価を実施する基準年が5年変更となつた影響で社会的割引率 (4%)を加味した換算値による便益
の増

〔費用(C)について〕

(マイナス要因)0事業区域の縮小による費用の減
(プラス要因)○評価を実施する基準年が5年変更となつた影響で社会的割引率 (4%)を加味した換算値による費用
の増

8



◆ 便益 (B)の増減について

H便益(B)=E(各年度の事業区域の便益及び事業周辺区域の便益(b)). :
増       減       増

n各年度の便益(b)=

事業の有無の差 X使用収益率(事業効果の発現割合)X社 会的割引率(4%)に係る関数

膏義畳騒:霙豊なし      増           増
大幅な変動なし

各年度の (事業費 +上 下水道費)の累積

総事業費 +上下水道費
減     減

O使用収益率 (事業効果の発現割合)
今回、総事業費が前回評価時 (6′507百万円)から今回評価時 (3′047百万円)に

減少したことから、事業の進捗率が見かけ上、早くなうたことから、使用収益率が

増となつた。
O便益全体
事業区域内の便益は減、事業周辺区域における便益は増となるため、事業効
果の発現時期が早まることや社会的割引率の影響により便益全体は増となつた。
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◆
蔦撃腰提靴鰹築翁匪髪諜ぜ凶髄難摯聾覇:リ

アにおいて、土地区画整理事業による面的整
3ことから、事業区域の見直しを行う。

◆壽惹1準鞣逸島岳払野ヲ勁 鮎 宅R宅
地の早期供用開始に向けて幹線道路の整

,ヽくと

◆一方、区域の見直しにより除外する区域の議鍵醍》嘉群堡羅雪藉輩茫報鬼      亨整備の手法を変更し、地域課題に個別に対

◆ 上記について検討した結果、事業区域を縮小する見直しを行い、事業を継続する。

対応方針

(原案 )

・使用収益率(事業効果の発現割合)(0/6)=

増

7.対応方針 (原案 )

改善継続
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